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１．目的 

 本研究の目的は、岩田（2017）が述べている教

材づくりの基本的視点に沿って教材づくりを行い、

その実践を学習者の没頭度と三つの資質・能力の

向上を通して検証することである。 

 

２．研究方法 

１）対象者：S中学校の第１学年 B組 35名  

２）調査方法：球技ゴール型サッカーの授業 

３）分析方法：形成的運動没頭度尺度、パフォ

ーマンス分析、抽出生徒のインタビュー他 

 

３．結果と考察 

１）「教材と没頭の定義」以下のように定義づける。 
教材 学習内容を習得するための手段であり、学習

内容の習得をめぐる教授＝学習活動直接の
対象 

没頭 挑戦する過程で自らを創造（想像）し、それ
を実現しようと取り組み続ける過程 

２）「教材の提案」事前アンケートから「ボールへ

の恐怖心」と「技能への不安」を抱えている

生徒が多いことを考慮する必要あり、以下の

ようなボールとルールを用いた教材とした。 

３）学習内容と教材を対の関係で考えた単元計画。 

４）「形成的運動没頭度尺度」協力、没頭、試行錯誤

のいずれの数値も８時間で向上しており、３以上

の高い数値を示している。技能のレベルによって

３つのステージに分けた学習が効果的であった。 

５）「メインゲームでの抽出生徒Ｂのパフォーマン

ス分析」運動が苦手でサッカーも苦手な抽出生徒

Ｂは３時間目は適切な技能発揮もサポート行動も

不適切で一カ所に留まっていたが、８時間目には

適切な行動ができるようになった。 

 

４．結論 

本研究では、サッカーという素材を教材づくりの

基本的視点から再構成することで単元教材を考案し

た。また生徒の実態に即した学習内容の配列、学習

内容と対になる下位教材ⅰ～ⅷの考案、「楽しさやプ

レイ性」を考えた単元デザインの変更、そして教材

の機能性を高める発問等の工夫を行った。単元教材

は知識及び技能だけではなく、その他の資質・能力

の学習内容とそれと対になる下位教材とも層を成し

て構成されていた。このような教材を用いることで

限られた時間でも、生徒が「知識及び技能」の向上

を確実に感じながら、資質・能力の三つの柱をバラ

ンスよく身に付けていけることが明らかにできた。 
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教具 
 
 

製品名：キックルパットジュニア 
弾まずに体育館を滑って移動する円柱状
のボールで恐怖心や不安を軽減できる 

教材 
 
 

［ルール］①四角形の 360 度ゴール 
②３人が攻撃、1 人が守備 
③45 秒×２で得点の勝負 
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